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安全性に関する重要なご案内  

1.   これらの指示をお読みください。 
2.  この説明書は保管してください 。 
3.  すべての警告に従ってください。 
4.   すべての指示に従ってください。 
5.  本機を水の近くで使用しないでください。 
6.  清掃の際は本体の電源を落とし、電源ケーブルも抜いて行ってください。  
7.  本体表面の清掃は乾拭にて行ってください。 
8.  通気口は一切ふさがないでください。  
9.  通気口に埃や異物が入らないようにしてください。  
10.  本体は使用中に熱を持ちます。ストーブやファンヒーター等の暖房器具、
 またアンプやパソコン等の熱源の近くには設置しないでください 

11.   ランプやロウソク等の火気を製品の上や近くに置かないでください。  
12.  電源ケーブルは付属品をご使用いただき、必ずアース接続を行ってください。
       コンセントピンの片方は幅広になっています。- コンセント側プラグは安全のために３極ピンを採用しています。 
       プラグがコンセントに合わない場合は無理なご使用を控えて、コンセントの交換や工事について電気工事士
       または専門店に相談してください。  
13.  特に接続点近くのケーブルの上にものを置いたり、挟んだりしないように注意してください。

 14.
 
 メーカーが指定したアタッチメントやアクセサリーのみを使用してください。

. 15.
 
  壁面設置を可能にするスタジオモニターアクセサリープレートとの互換性があります。

 
  

壁面設置をするためには必ずメーカー純正品のみをご使用頂き、製品添付資料に従い設置してください。

  

16.  専用アタッチメントがある場合、カート、スタンド、三脚、プレート、ブラケット、
　   またはテーブルは専用のものをご使用ください。
       カートを使用する場合は、移動する際、転倒による損傷を避けるために注意してください。

 

17.  落雷の恐れがある場合、また未使用の時間が長い場合はコンセントから電源ケーブルを抜いてください。
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18.  水や極度な湿度に晒されないようにしてください。  
19.  花瓶やグラスなど、液体の入った入れ物を製品の上に置かないでください。

 20.  この装置は室内等の安定した環境下でご使用ください。
　    極端な高温または低温に晒さないでください。

 21.  85デシベルを超える高い音圧は耳へのダメージまたは難聴を引き起こす可能性があります。
        高い音圧レベルでの使用はおやめください。  

A. 本体が損傷した場合  
B.  電源コードまたはプラグが破損した場合  
C.  液体または異物が製品の中に入った場合  
D.  雨や水分にさらされた場合  
E.  製品が正常に動作しない場合  
F.  製品を落としてしまった場合  

 

17.  下記の場合は指定された修理業者へ依頼してください。  

正三角形内の稲妻マークは、人体に感電の危険をもたらすのに十分な大きさである
可能性がある、製品の筐体内の絶縁されていない危険な電圧の存在をユーザーに
警告するためのものです。

 

正三角形内のエクスクラメーションマークは、修理時に発生する重要な操作や修理
方法について、文献等の指示に従う必要があることを警告するためのものです。
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KALI AUDIO  LP-6について  

 
KALI AUDIO LP-6スタジオモニターをご購入頂きましてまことにありがとうございます。

このモニタースピーカーは、あらゆる種類のレコーディング、ミキシング、およびプロダクション作業にて
卓越した正確さをもって作業いただけるようにデザインされています。
どのようなジャンルやフォーマットの制作においても、本製品が与える正確さと信頼性、優れたデザインと
画期的な構造をもって、お役立ていただけると確信しています。

この製品ラインの正式名称は、「Project Lone Pine」です。
KALI AUDIOはカリフォルニア州の地名にちなんだ名前を製品名にしています。
ローンパインは、シエラネヴァダの東にある小さな町で、アメリカ合衆国本土で最も高い山であるホイット
ニー山に挑むための出発地点として、登山者やハイカーが集う場所です。
KALI AUDIO初の野心的な製品名として通じるものを感じ、製品名として採用しました。

LP-6 プロフェッショナル・スタジオモニターは、2.2メートルの距離で85 dBの連続出力と20 dBのヘッドルー
ムを持つように設計されています。
実用的な面で、これはスピーカーが1人または2人のリスナーのために設計されたほとんどのリスニング環境に
おいて長時間、安全レベルで使用するのに十分な出力であることを意味します。

ヘッドルームの20デシベルは、キックドラムのような楽器と銃声や爆発のような効果を含む音圧レベルの瞬時
ピークを、正確かつ最小限の歪みで再生することができます。

LP-6には危険な電圧レベルからスピーカーを保護するリミッター回路が装備されています。
これが動作した場合、はっきりとした歪みとして聞こえます。これは過大入力により、スピーカーに負荷がか
かっていることを示します。この場合、入力の音量を下げることをお勧め致します。

製品本体の3Dイメージングウェーブガイドは、ペアで設置されたスピーカーから3次元の音場を再生します。
HFドライバ（ツイーター）およびLFドライバ（ウーハー）の相互作用に対して、ウェーブガイドの形状を一致
させることで、スピーカーが置かれている空間よりも広く深い、より奥行きのあるステレオイメージを生成し
ます。

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

LPの名前の由来

アウトプット

Features
3-D Imaging Waveguide
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Features  

 
 

 
 

LPシリーズは、非常に大きなボイスコイルとマグネットを備えたウーファーを使用しています。これにより直線性
が向上し、優れたダイナミックレンジと明瞭さ、さらに伸びのあるローエンドレスポンスが得られます。
このすべての音声は、最小限の歪みで再生されます。

 
 

 
 

 

LPシリーズのポートチューブは、ノイズに対しての欠点のない、フロント設置ポートチューブのすべての利点を得
られるように設計されました。ほとんどのポートチューブでは、開口部の異なる位置から異なる速度で空気が流出
するため、不安定な流れが発生します。この乱気流は風きり音、またはモニターから聞こえる可聴空気音として聞
こえることがあります。この音はノイズ帯域を増大させ、ローエンドの細部を隠してしまいます。

LPシリーズのポートチューブは、すべての空気がポートチューブから同じ速度で出るように設計されています。
これは低音をクリーンでタイトに保ち、余分なノイズを排除しながら、スピーカーのローエンドレスポンスを向
上させるのに役立ちます。

 
 

 
 

 
 

 
 

スピーカーの空間内での設置位置は、その周波数レスポンスを大幅に変える可能性があります。
部屋の壁、天井、およびその他の硬い表面に近接すると、ローエンドの精度と全体的な透明度に悪影響があります。
幸いなことに、多くのケースでは予測可能で、簡単に修正をすることが可能です。

KALIのチームは、ロサンゼルスのThe Village Studiosで、スピーカーを設置する場所に最適なサウンドを得るための
Boundary  EQを考え出しました。

LFとHFのトリムと組み合わせることで、どの部屋でミキシングをしているかに関係なく、スピーカーは最高のサウ
ンドを得られるようになります。

さまざまなBoundary EQ設定の一覧とその使用方法は、このマニュアルの11ページに記載されています。

 
 

 
 

 

ハイパフォーマンスウーファー

ローノイズポートチューブ

Boundary Compensation EQ
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Full Specifications  

   
Powered:  Yes  
Amplifier Class:  D  
Power Configuration:  Bi - Amped  
LF Power:  40 W (Continuous)  
HF Power:    
Total Power:  80 W (Continuous)  
LF Driver:  6.5" Woofer  
HF Driver:  1" Soft Dome Tweeter  
Freq. Response: (－10db)   39 Hz -  25 kHz   
Frequency Range: (±3 dB)  47 Hz -  21 kHz  
Crossover:  1.5 kHz  

Listening Distance  
(85 dB Continuous output,  

2.2 Meters  

Max SPL:  112 dB  
System THD  
(94 dB @ 1 M)  

<3% 80 Hz -  1.7 kHz 
<2% above 1.7 kHz 

 
 

Unbalanced Inputs:  1 x RCA  
Balanced Inputs:     1 x TRS  

1 x XLR  
TRS/XLR Input Sensitivity:         +4 dB  
RCA Input Sensitivity:  -10 dB  
HF Trim:  -2 dB, ±0 dB, +2 dB  
LF Trim:  -2 dB, ±0 dB, +2 dB  

Boundary EQ Settings:  

Free space (On stands, away from walls)  On Stands, within .5 meters of a wall Against a wall Meter Bridge Wall Mount 
On a desk, away from walls On a desk, within .5 meters of a wall 

Enclosure:  Front Ported  
Height:  14.125 Inches (35.9 cm)  
Width:  8.75 Inches (22.2 cm)  
Depth:  10.25 Inches (26 cm)  
Weight:  15.54 lbs (7.01 kg)  

40 W (Continuous)
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インプットとコントロール 
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インプットとコントロール 

ディップスイッチクイックリファレンスガイド
 

 
スピーカーの裏側にあるクイックリファレンスガイドは、このマニュアルを参照しなくても
ディップスイッチを適した位置に設定するのに役立ちます。
 

ディップスイッチ  
ディップスイッチは、RCA入力とBoundary EQ、HFおよびLFトリム、
および電源を制御します。ディップスイッチの操作の説明は11ページをご参照ください。 

RCA インプット(-10 dBV Sensitivity)
 

 

RCA入力は、プレーヤー、ノートパソコン、スマートフォン、およびメディアプレーヤー
などの民生機器で使用するための入力です。
デフォルトでは、スピーカーのRCA入力がOFFになっています。
これは、入力が使用されていないときの干渉を防止する為のものです。
RCA入力に接続するときは、8番のスイッチをONにすることで入力が有効となります。
RCA入力が使用されなくなった場合は、必ず8番のスイッチをOFFの位置に戻してください。

 
 

 

XLR インプット (+4 dBu Sensitivity)
 

 
XLR入力はミキサー、インタフェース、およびコントローラーなどのプロオーディオ機器で
使用するためのものです。お使いの機器に応じて、XLRまたは1/4” TRS出力を使用します。
どちらもこのスピーカーで使用できますが、同時にXLRとTRSの両方を使用することはできません。

 

TRS インプット (+4 dBu Sensitivity)

 
 

TRS入力はミキサー、インタフェース、およびコントローラーなどのプロオーディオ機器で
使用するためです。お使いの機器に応じて、XLRまたは1/4” TRS出力を使用します。
どちらもこのスピーカーで使用できますが、同時にXLRとTRSの両方を使用することはできません。
アンバランスのTS 1/4”フォンケーブルも使用できますが、ノイズの影響をはるかに受けやすくな

 
 

 ります。
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インプットとコントロール 

ボリュームコントロール 
 
ボリュームコントロールは、ユーザーが-∞～6dBの間でスピーカの出力を調整することが
可能です。+ 0 dBの設定でセンタークリックがあり、これはKALIが推奨するボリューム設
定位置です。

以下の場合、必ずしも推奨設定にする必要はありません。
　1. 非対称の部屋で作業している場合は、バランスをとるためにモニター個別でのボリュ
　ームを調整する必要があります。
　2. 再生機器に独立した音量コントロールがない場合は、スピーカーから直接音量を調節
　する必要があります。

  

 
 
  

  

電源入力
 

 
この入力に付属の電源コードを接続してください。
LP-6は国際的なスイッチモード電源を採用している為、ご使用の地域の電圧や周波数に合
わせて設定する必要はありません。 

ON/OFFスイッチ
 

 
電源のON/OFFを切り替えます。
電源ケーブルの接続または取り外しをするとき、雷が鳴っているとき、または長期間使用
しないときは、必ずスピーカーの電源を切ってください。 
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LPシリーズのモニターの最も革新的な機能の1つが、Boundary EQです。
このEQは、スピーカーの多くの一般的な配置や設置環境で発生する不要な低周波の影響を補うために設計されました。

ディップスイッチの各セットは、他のスイッチに影響なく、スピーカーのパフォーマンスの一部を制御します。
スイッチ1-3は、Boundary EQを制御します。スイッチ4と5はLFトリムに、スイッチ6と7はHFトリムに使用します。
スイッチ8はRCAへの入力を制御します。適用可能なスイッチの設定を参照してください。

 
 

 

Swiches1-3 : Boundary Compasation EQ  

ポジション 1: フリースペース 
 
スピーカースタンドに設置されていて、壁から0.5 m 以上離れている場合。

  
 
 Switch 1: DOWN  
 Switch 2: DOWN  
 Switch 3: DOWN  

ポジション 2: 壁に近い位置  
 
スピーカースタンドに設置されていて、壁から0.5 m 以内に設置されている場合。

 
 
 Switch 1:  UP  
 Switch 2:  DOWN  
 Switch 3:  DOWN   

ポジション 3: 壁に近接した位置  
 
スピーカースタンドに設置されていて、壁のすぐそばに設置されている場合。
  
 
 Switch 1:  DOWN  
 Switch 2:  U P  
 Switch 3:  DOWN   

Boundary EQ & Dip Switch
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Swiches1-3 : Boundary Compasation EQ    

Position 4: コンソール上  
 
スピーカーがメーター上、またはコンソール上にある場合。 
 
Switch 1: UP  
Switch 2: UP  
Switch 3: DOWN   

Position 5: 壁から離れた机の上にある場合。  
 
スピーカーが机やテーブルの上にあり、壁から0.5メートル以上離れている場合。

 
 
Switch 1:  DOWN  
Switch 2:  DOWN  
Switch 3:  U P   

Position 6: スピーカーが机の上、壁の近くにある場合。 
 
スピーカーが机やテーブルの上にあり、壁から0.5メートル以内にある場合。

 
 
Switch 1:  UP  
Switch 2:  DOWN  
Switch 3:  U     P   

Position 7: スピーカーが机の上にあり、壁に近接している場合。 
 
スピーカーが机やテーブルの上にあり、背面に差し込まれている入力ケーブルや
電源ケーブルに干渉させないよう、できるだけ壁に近づけます。  
 
Switch 1:  DOWN  
Switch 2:  U  P  
Switch 3:  U P  

Position 8: ウォールマウント
 

 
スピーカーが壁掛けされている場合。

 
 
Switch 1:  UP  
Switch 2:  U P  
Switch 3:  U P  

Boundary EQ & Dip Switch



 

KALI AUDIO LP-6  13 

 

 
Switches 4 & 5: Low Frequency Trim  

 
ロー・フリーケンシー トリムは、スピーカーの低音域レスポンスから2dBを増減させます。
これは個人的な好みの問題として、あるいはミキシングしている環境がバウンダリーEQによって補正できるものを超えて
追加の調整を必要とする場合に行います。  

Switch 4 : Low Frequency Trim
DOWN  : トリムOFF  

 UP  : トリムON  
 
Switch 5 : Adjust LF Trim: 
注意: スイッチ5は、スイッチ4と組み合わせて動作します。スイッチ4が下側の
場合はLFトリムがOFFになり、スイッチ5を切り替えても効果はありません。 

 DOWN  :   ローエンドを2dB下げます。 
UP :  ローエンドを2dB上げます。 

Switches 6 & 7: High Frequency Trim
 

 
ハイ・フリーケンシー トリムは、スピーカーの高音域レスポンスから2dBを増減させます。
これは個人的な好みの問題として、あるいはミキシングしている環境がバウンダリーEQによって補正できるものを超えて
追加の調整を必要とする場合に行います。  

Switch 6 : High Frequency Trim 
 DOWN  : トリムOFF

 

 UP  : トリムON
 

 
Switch 7: Adjust HF Trim:  
注意: スイッチ7は、スイッチ6と組み合わせて動作します。スイッチ6が下側の
場合はHFトリムがOFFになり、スイッチ7を切り替えても効果はありません。

 

 DOWN  :  ハイエンドを2dB下げます。
 

UP  :  ハイエンドを2dB上げます。
 

Switch 8: RCA

 

 

スイッチ8はRCA入力のON/OFFコントロールです。
デフォルトでは、スピーカーのRCA入力がOFFになっています。これは、入力が
使用されていないとき不要な干渉を防止するためです。RCA入力に接続するとき
はディップスイッチをONに設定してください。RCA入力を使用しなくなった場
合は、必ず8番のスイッチをOFFの位置に戻してください。

  

■
■

■
■

■
■

■
■

Boundary EQ & Dip Switch
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・スピーカーを接続する前に電源スイッチがOFFの位置にあることを確認してください。
・電源コードをを接続します。
・オーディオケーブルを接続します。
・入力セットアップ
　　-RCA入力を使用する場合、8番のディップスイッチをONにしてください。
　　-XLR/TRS入力を使用する場合、8番のディップスイッチをOFFにしてください。
・安全のため、ボリュームノブを左に回しきります。
・スピーカーの電源を入れます。
・再生機器のボリュームは小音量で再生を始めてください。
・ゆっくりとボリュームノブを右に回し、-0dBの位置まで音量を上げます。
・再生している音源が聴こえるか確認してください。
・バウンダリーEQを設定します。(11ページを参照してください)
・使用しているすべてのスピーカーでこれらのステップを繰り返します。
・リスニングポジションに座り、再生デバイスの音量を希望の音量に調整します。

 
 
 

 
 

初期セットアップ
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1.  購入したスピーカーが破損している。  
購入したスピーカーに破損が見られた場合、直ちに購入店へご相談ください。  
 
2.  音が鳴らない  

・再生機器は接続されていますか？
・スピーカーの電源はONになっていますか？
　- ONになっているときはスピーカー前面のライトが青く光ります。
　  このライトが消灯している場合、スピーカーはOFFの状態です。
・ボリュームは上がっていますか？
・すべてのケーブルは、ご使用の再生機器とスピーカーの両方に接続されていますか？
・再生機器上での再生状態に問題はありませんか？
・RCA端子を使用していますか？
　- もしRCA端子を使用しているのであれば、ディップスイッチ8をONにしていますか？

 
 

 
　　   
  
  
  
 

上記すべての項目を確認してもスピーカーから音が出ない場合は、下記の項目5を参照してください。 
 
3.  スピーカーの音が歪んでいる  
・大音量になりすぎているスピーカーはありませんか？
　- スピーカーの背面にあるボリュームノブで音量を下げてください。
　- 歪みがなくなった場合、スピーカーの音量が大きすぎる可能性があります。
　- スピーカーの近くにいる場合、これは歪みの問題に加えて聴覚に悪影響を及ぼす可能性があります。　

 

 
 

　スピーカーの音量を下げてもまだ歪みが聴こえる場合は、下記の項目5を参照してください。 
 
4. 音割れ、ハムノイズその他ノイズが聴こえる 
・RCA端子を使用して接続していますか？  
 a. 「はい」の場合、RCAはアンバランス接続であり、信号がケーブルを通過する際にノイズを拾う傾向
　　があることに注意してください。
 

 
 b. 「いいえ」の場合は、ディップスイッチ8番がOFFの位置に下がっていることを確認してください。
　　また、スピーカーの近くにテレビ、ワイヤレスルーター、電話、モーター、ラジオなどの電子機器等が
　　ないか確認してください。
　　これらはスピーカーの磁石と相互作用して不要なノイズを引き起こす可能性があります。 
　　そのようなデバイスからスピーカーを少なくとも0.5メートル離してみてください。

  

   

• 室内に固定されていないものはありますか？
　 周波数が低いと、部屋の中の物が共振しノイズになることがあります。ネジやその他のハードウェアの
　 ような小さいパーツががしっかり固定されていることを確認してください。

 
 

　上記のいずれでも問題を解決できない場合は、下記の項目5を参照してください。
 

 

5.  問題を特定します
 

　製造上の問題により不具合を起こしている可能性があります。ご購入店までお問い合わせください。
　また、お問い合わせを頂く前に、ご使用の機器やケーブル等をご確認ください。　  

　お持ちの機材をチェックする簡単な方法をご確認ください。
　　• スピーカーをソースから外し問題のあるスピーカーを接続して、1分間再生します。問題点に注意して
   　    確認してください。
　　• 問題のあるスピーカーを外し、別のスピーカーを同様に接続します。同じ問題が確認できる場合は、
  　　スピーカーではなく信号経路に問題がある可能性があります。

　  問題がスピーカーにあると判断した場合は、販売店にご連絡ください。

 
 
　  

 
 

 

 
 

トラブルシューティング 
 

 



  

〒468-0002
愛知県名古屋市天白区焼山 1丁目 813番地
カスタマーサポート
E-MAIL : support@kyoritsu-group.co.jp


